









































































































































































































　③　大学・研究所ネットワーク（university and research networks）：大学と研究機関との連携をす
る。




























































（telecommunication）、②電力（electrical power）、③ガス・石油の貯蔵・輸送（gas and oil storage
and transportation）、④銀行・金融機関（banking and finance）、⑤輸送（transportation）、⑥水供給










































































































































































(6) U.S. Department of Commerce (1998)：The Emerging Digital Economy, ” Star-USA”.室田泰弘訳『ディジタル・
エコノミー：米国商務省レポート』東洋経済新報社。
(7) U.S. Department of Commerce (1998)：op.cit., p.3.






























(27) A.M.Turing(1921-1954)が、その理論的計算機を考案した経緯については、The President and Fellows of
Harvard College（1973）：A Computer Perspective, Harvard University Press, pp.124-125.に詳しい。
(28) Arbib, M.A.(1971)：The Metaphorical Brain: An Introduction to Cybernetics as Artificial Intelligence and Brain
Theory, John Wiley and Sons.金子隆芳訳(1982):『脳』サイエンス社.
(29) 北原貞輔・伊藤重行（1986）：「情報創発に関する仮説」『オフィス・オートメーション』オフィスオート
メーション学会、第７巻、第３号。
(30) Polanyi, M.(1966)：The Tacit Dimension, Routledge & Kegan Paul Ltd. 佐藤敬三訳（1984）：『暗黙知の次元』
紀伊国屋書店。
(31) 野中郁次郎（1990）：『知識創造の経営』日本経済新聞社。
(32) ある主体としてのシステムが、任意の対象を制御して、望ましい結果を獲得しようとすれば、その対象が
反応できる多様度と同程度の多様度を保持する必要がある。これが、アッシュビーによって、“最小有効
多様度の法則”と呼ばれている。これらについての詳細な検討は、松行康夫（1999）：「組織サイバネティ
クスと生存可能システム」『経営研究所論集』第22号、55-70ページを参照されたい。
(33) リアル・プレースとバーチャル・スペースという二分法的な表現法は、日本社会情報学会全国大会におけ
る小林宏一東大教授の講演（於電気通信大学講堂）のなかの表現法に従っている。
(34) システムを一般的に表層構造と深層構造に二分して研究をする方法は、システム論者であった松田正一早
稲田大学教授の論法による。
(35) 北原貞輔・松行康夫共編著（1998）：『環境経営論Ⅰ』税務経理協会。
(36) 現代の社会システムにおける経営管理の再検討をする場合、公正・公平などの基本思想にまで立ち戻って
再考する必要が出てきている。デジタル社会が進展すれば、社会的意思決定過程の透明性が高まるのは自
明であろう。
（2000年１月12日受理）
